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電子媒体の情報が急激に増え，今や多くの情報がネットワークを通じて配信される。このよう
な変化は，情報の収集・保存の役割を担ってきた図書館にも大きな影響を与えている。
このような中，75号（2000年７月）に土屋附属図書館長にご執筆いただいた「ついに21世紀の
図書館が到来する」を掲載したが，今回は，安達亥鼻分館長，油井園芸学部分館長に図書館の未
来像について，ご執筆いただいた。
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図書館の未来を考える
図 書 館 の 未 来 像
2000年4月1日付けをもって亥鼻分館長を拝命い
たしましてから，早や一年が過ぎようとしており
ます。
亥鼻分館も定員削減のあおりをくらって，事務
長のポストは消え，西千葉の本館から，情報サー
ビス課専門員が，リモートコントロールの役を
担っています。従って，常勤は亥鼻情報係長，亥
鼻サービス係長以下，総勢10名の小所帯。分館長
は私，女性，両係長も女性，他も男性は１名とい
う女護ケ島。だからというわけではありませんが，
実にきれいに整頓され，その上，静寂が保たれて
います。
分館の長といっても，図書館学をひとつとして
学んだ経験はなく，全く何も判らなく，会議の際
には耳をたてて，それこそ耳学問で少しづつ覚え
ているところです。
特に，近年は情報をいかにはやくとり，流通，
提供をより有効にするため，電子化されましたか
ら，ひとつひとつの電子情報用語にとまどってい
ます。
幸いにして，図書館学を学んだ専門の係長２人
がおられますから，何もしなくても，分館長はつ
とまるともいわれそうです。
とはいえ，現実はそれほど甘くないとは自覚し
ています。
図書館はハード面では，やはり，立派であって
附属図書館亥鼻分館長 安 逹 惠美子
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一方，教官を含めた研究者にとっての図書館は，
勉学のスペースが，各教室にあるのですから，むし
ろ，教室予算では揃えきれなく，ネット上でも入手
できない高価な図書があることが必要でしょう。
Up-to-dateの論文は各自ネット上で入手できま
すから，学術のジャーナルの図書館への設置はそ
のうち必要がなくなると考えます。
さて，一般市民への公開となると，学生，研究者
の立場からでは，すまないものがでて参ります。そ
れもネット上で入手できない古書，千葉大学でし
か保存されていなというものが要求されます。
未来像と言うことで，提言を３つさせていただ
きたいと思います。ネット上で入手できる情報か
らぬけ出してみると図書館の役目は３つあると考
えます。
１．学生が自由に声を出して討論できるスペー
スを別に設けること．
２．高価な専門書を揃えること．
３．図書博物館の機能を有すること．
特に３についてもう少し詳しく述べてみます。
欧米の図書館には隣接して，図書博物館があり
ます。それぞれの大学の歴史を誇る資料のArchive
です。最近は，TVでも骨董品の品定めなどの番組
が人気をよんでいますが，日本人は，骨董品を大
切にしてこなかったから，例えば，浮世絵でも，
根付けでも，櫛でも大切なものは，皆，外国にもっ
ていかれてしまったという経緯があります。誠に
遺憾であります。
戦前，来日していた学者たちが，もち出した日
本の遺産は数しれないものがあるでしょう。たま
さか，ドイツ留学時代，ドイツ語の個人レッスン
をしていただいたヤーン婦人との接触で，ハッと
いたしました。日本の櫛を何百個（サンゴ，ガラ
ス，ベッコウ）ともっておられ，その注釈の江戸
時代の本を大切に保存されておられました。さら
に，歌麿にはじまる，浮世絵を沢山。ヤーン夫人
の御主人は一高で教鞭を取られ，相良守峯氏と共
にかずかずのドイツ語の辞書，会話書を出された
方です。その夫人が晩年は生活に困られ，櫛の本
を売りたいといわれました。私は，一助となれば
と買ってさしあげました。その頃は，私は別にア
ンティークに興味があったわけでなく，同情から
の出費（大変でした）でした。この原稿を書いて
いて思いついたのですが，この本は，亥鼻分館に
ほしいし，ソフト面では，より多くの国際的情報
の交換の場であることが基本的な概念でしょう。
利用者は学生，研究者，そして，最近は一般市
民への公開への努力で，それぞれへは異なった対
応が要求されます。
大学の授業をうける学生にとっては，授業の際
は講義室にいればよいのですが，それ以外の時間
帯に勉強しようという時，図書館がその場を提供
したい。机とイスがあって，まわりには資料たる
現物の膨大な図書，コンピュータもあるのですか
ら，誰もが利用したい。けれども，各自に居場所
を与えるほどの空間的余裕はありませんから，時
に，カバンをおいて場所取りして，どこかへでか
けてします学生もあらわれます。図書館にこよう
という学生に悪い人がいると思われませんから，
文部科学省も，もっと予算を配慮してほしいです
ね。また，一人，黙々と，勉学にいそしむだけで
なく，意見の交換，討論のための空間も別に欲し
い。今から，35年前に私はオランダ政府の給費留
学生として，ロッテルダム大学に留学いたしまし
た。その際，よくかよった大学の図書館には，各
自が勉強する広い部屋以外に，息抜きし，討論も
自由にできるまことに広大な部屋がありました。
35年前ですよ。学生はそこで，他学部の人との意
見交換もでき，人間の和，他分野への知識も拡がっ
ていきました。こんなスペースから，大きな人間，
指導者が育っていくのだと思います。それに比べ
ると，本館も，新しい亥鼻分館も，空間的には全
く貧弱といわざるをえません。また学生にとって，
ソフトの面で充分な資料が揃っていません。大半
が，研究色の濃い専門的なものです。学問の進歩
は著しいものですから，私は学生に，教科書は買
うなといっています。今の学生はアルバイトでの
稼ぎも多いとはききますから，教科書代位，何と
も思わないかもしれません。けれども，数年たっ
たら内容は古くなり，古本屋もはかり売りでしか
買ってくれません。そんな，無駄なお金を使わな
いよう，図書館が利用できればよい。大学の教官
方は，各々，教科書を執筆されておられるでしょ
うから，是非，この面は，寄贈されて解決してほ
しいと思います。研究室に教科書をおいたって，
仕方ないと思うのです。研究者は，もっと高度な
専門書（これが，全く高価ですから）を，図書館
で利用して下さい。
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新しいコミュニケーション空間としての図書館
●大学附属図書館の機能的発展
大学の附属図書館は，大学における教育・研究
を円滑に推進し，かつその効果を最大限に引き出
す上で，重要な役割を担う支援施設であることを
誰も異存ないだろう。そのために，図書館に対し
て様々な機能が要求されることになる。
図書館に求められる基本的な機能は，図書・資料
の収集，整理，提供，保管であるが，これに加えて時
代の動きとともに，常に新しい機能を持つことが
要求され，例えば文献複写，他館との資料相互利
用，館内での教育活動，視聴覚利用，地域住民への
開放，電子図書館化など，これまでに多くの機能が
付加されてきた。大学附属図書館に対する評価は，
図書・資料など蔵書量をベースにした知的財産の
宝庫としての充実度に加え，利用者の様々な要求
に対処できる多様な機能を備えていることであ
り，図書館の充実度合いは大学の価値を計る指標
の一つとして位置づけることができる。
そして，今後も社会変化とともに大学が大きく
変革を余儀なくされている中で，新たに構築して
いく教育・研究体制の整備に合わせ，さらに機能
の拡充が求められていくと思われる。21世紀の大
学像については，大学審議会が明確に提示し既に
周知のことであるが，大学は社会が高度化，複雑
化，専門化を一段と進展させるなかで，少子化社
会という問題を抱えてはいるが，日本の将来を担
う優秀な若者を育てる任務を受けもつ。21世紀前
半は大学進学率の増大が予測されており，大学で
は教養教育（リベラルエデュケーション）の重視
が期待されている一方で，大学院は，学術研究の
高度化と優れた研究者の養成，高度専門職業人の
養成，社会人の再学習機能強化，教育研究の国際
貢献などが提起されている。こうした，大学像と
の対応において図書館の充実が進んでいくことに
なろう。
●大学図書館の姿
ところで，大学図書館といえば，多くの人が大
学の中でも堅苦しい雰囲気をもつ施設イメージを
もっているのではないだろうか。幾つかの大学の
図書館を思い浮かべてみると，建築デザインに重
厚な感じを加えたり，大学のシンボル的な建築物
になるように建設されている。思い浮かべたどの
大学の図書館もキャンパスを構成する各種の建
物，例えば研究室がある建物，授業が行われる建
物，学生の厚生利用施設の建物などと比較すると，
附属図書館園芸学部分館長 油 井 正 昭
寄付しますね。
千葉大学は，私の担当する眼科学講座の第５代
教授，伊東弥恵治先生が，佐倉順天堂，茂原の千
葉眼科医院等から，古書を寄贈され，今は亥鼻分
館に保管されております。伊東先生がドイツ留学
時代，ドイツはインフレで，ザットラー教授の蒐
集された文献集が売り出されてました。先生は「購
入したい，よろしいか？」と文部省に電報を打っ
て，購入されたのがザットラー文庫として亥鼻分
館で管理されております。
これら，古医書は第一外科，産婦人科など，千葉
医大創設の古い教室からのものも沢山あります。
図書館，亥鼻分館では時に，これらを展示して
いますが，展示コーナーはネコの額の様な狭さで
テンポラリーのものです。本館も例外ではありま
せん。
これら，貴重な図書，絵巻，医療機器などまと
めて常設できる博物館の創設を願ってやみませ
ん。図書館そのものが思う存分のスペースが得ら
れない現在，何とか篤志家を探すか，文部科学省
を説得するか，われわれで寄付をつのるかしかあ
りません。
でもです。私がお金持ちになったら，こういう
ことにお金を使いたいですね。
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図書館は気張った建築であり少々入りにくい感じ
がする。
千葉大学附属図書館本館にしても，屋上に「弥
生の鐘」をのせた塔屋があり，大学のシンボル的
な要素を付加した建物となっており，また，増築
された建物ということもあるかもしれないが，入
口部がやや閉鎖的なデザインとなっていて，やは
りどこか構えているように感じられる。
図書館という空間での利用者の姿には特殊性が
ある。平素キャンパスのあちこちで仲間たちと声
高に話し，笑い，騒いでいる学生たちが，図書館
に入ると物音をたてないように気遣いながら行動
する。多くの人間が空間を同時利用しているにも
かかわらず，利用者間のコミュニケーション活動
が行われない静かな空間である。この静かな空間
は，一人ひとりのスペースが十分に与えられてい
ないと，居心地がよい空間ではなくなる。こうし
た空間の特殊性もあって，今までの図書館には気
軽に利用する雰囲気に欠ける面があった。そのた
め，堅苦しい雰囲気の空間が嫌いな学生は，図書
館利用を避けてキャンパス生活を送っている可能
性もあると推察する。今後リベラルエデュケー
ション重視となる時代の図書館づくりでは，建物
デザインをあまり堅くせず，入口部は学生たちが
連れ立って入れる広がりを持つとともに，館内は
一人ひとりにゆったりとした空間が用意されるな
ど，学生に親しみがもたれるタイプの施設を目標
にすることが必要になる。
●図書館の将来像
千葉大学附属図書館の将来に関しては，図書館
内に「図書館将来構想検討委員会」が設置されて
じっくりと検討が行われ，その検討成果が2000年
12月に図書館運営委員会において「千葉大学附属
図書館本館再整備計画－クリエイティビティ＆ア
メニティ空間－」としてまとめられた。この構想
計画から図書館の将来像を引用すると，クリエイ
ティビティ機能としては，従来からの主要機能で
あった①資料収集機能，②資料整理機能，③資料
提供機能に加え，④マルチメディア閲覧機能，⑤
教育・研究支援機能，⑥情報発信・配信機能，⑦
情報収集機能，⑧企画調整機能，⑨利用者支援機
能，⑩バックナンバー・センター機能，⑪メディ
ア変換と保存機能，⑫情報加工機能，⑬生涯学習・
地域交流機能，⑭ (他館との資料)相互利用機
能，⑮キャンパス間デリバリー機能など多様な機
能を備えることを目標としている。また，アメニ
ティ機能の醸成には，①勉学・研究の疲れを癒す
憩いとくつろぎの空間形成，②外観を図書館前の
緑地と組み合わせシンボル性を出す，③軽読書ス
ペースとしてブラウジングスペースを広くと
る，④屋上と地階に庭園をつくり，庭園部は吹き
抜けにして閉鎖感のない空間にする，⑤屋上から
の採光が１階のフロアーまで届く光のコリドーを
設ける，⑥喫茶コーナーを設けるなどを示し，現
在の図書館から見れば見違える施設になることが
想像される。この構想計画の実現に対する努力を，
教職員，学生全員が推進していくことを望んでい
る。
さて，既に述べたとおり，日本は少子化の進展
が急速である。出生率は毎年減少していて1950年
には3.65であったが，1970年は2.13となり，1998
年は1.38と最低記録を更新中である。1998年生ま
れが18歳の大学入学年齢になるのは，2016年であ
り近い将来である。この時期は大学の学生定員よ
り，高校卒業生で大学進学希望者数の方が少ない
状況が予測されているから，大学は相当の魅力を
もつ必要がある。図書館もその大学の魅力づくり
に重要な役割を果たさなければならないと思う。
大学がリベラルエデュケーションを重視しなけれ
ばならない時代になることを考えると，今日以上
にリベラルエデュケーション対応としての図書館
づくりが必要になる。あらゆる分野の一般書，教
養書の充実，学習媒体の電子化が進むので一人ひ
とりが利用できるマルチ機能を備えたコンピュー
タの充実などが必要不可欠となっていくと思って
いる。
さらにいえば，一人ひとりの学習，研究目的を
支援する機能に加え，①大勢の教官，学生がマル
チ機能を持つコンピュータを使ってゼミ活動をし
たり，②大規模には無理としても教職員・学生が
写真，絵画，書などの自作を展示するギャラリー
的性格をもつ部屋があり，利用者が空間づくりに
参加でき，③また，千葉大学の公開講座開催の常
設会場として地域社会と強い結びつきをもつ施設
とするなど，新しいコミュニケーション空間の資
質を備えている，親しみ深く気軽に入館できる図
書館を理想としたい。
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附属図書館では，本館・分館ともに，さまざまなガイダンス（講習会）を実施していますが，ガイダン
スをより充実したものにするため，平成12年12月，本館での実施状況をもとにして，西千葉地区の教員773
名を対象にアンケートを実施し，105名の教員から回答をいただきました。
設問（個々の選択肢は省略）と結果は，以下のとおりです。
＜1-1. 図書館がこのようなガイダンスを実施していることを知っていますか？＞
「知っている」が80％以上をしめましたが，回収率が，それほど高くないこととも考えあわせると，より
効果的な広報手段等，検討すべき点もあると考えられます。
＜1-2. [1-1.]で「知っている」と答えた方にお伺いします。参加したことがありますか？＞
「参加したことがある」，「参加を希望したができなかった」を合わせて約25％に止まりました。
以下の設問の結果とも考えあわせると，実施時間帯の検討のほか，内容・レベルの明確化の必要性があ
ると考えられます。
＜1-3. [1-1.]で「知っている」と答えた方にお伺いします。ガイダンスをどのようにして知りました
か？＞
現在の周知方法において，どの方法が効果を上げているのかについて回答いただきました。
「図書館HP（Website）」と「LibraryAlert」が，それぞれ30％を超えました。
＜1-4. ガイダンスのお知らせに有効な方法は次の内どれだと思いますか？＞
教員が効果的と考える周知方法について回答いただきました。
「LibraryAlert」と「個人宛メール」が，それぞれ30％近い数値となりました。設問 [1-3.] の結果
とも考えあわせると，今後は，ただ単に情報を流すのではなく，個人の手許まで情報が届く方策を講じる
必要があると考えられます。
＜1-5. 図書館ではガイダンスに参加できない場合，また授業の一環として実施して欲しい場合，ご希望
の時間・内容に応じてガイダンスを実施しております。ご存じですか？＞
あらかじめ，図書館が日程等を設定するガイダンスのほかに行っている，日程・内容を希望に応じて行っ
ているガイダンスについては，「知らなかった」の回答が80％近くに及びました。
希望に応じて行っているガイダンスについては，ほとんど広報の効果があがっていないことが明らかに
なりました。
＜1-6. 図書館で実施して下記のガイダンスについて，ご意見をお伺いします。＞
平成12年度に行った各種ガイダンスの内容を列記し，それぞれの必要性について回答いただきました。
各種ガイダンスのほとんどで，「是非必要」の回答が50％を越えましたが，対象者のレベル，学年によっ
て必要度は異なるという意見も見られました。
＜2-1. 年間のスケジュールを通して適当と思われる時期はいつですか？＞
「4～5月」が50％以上，「10～11月」が25％以上を示しました。
＜2-2. 適当と思われる時間帯はいつですか？＞
授業時間を区切りに回答いただきましたが，ほとんど差のない結果になりました。
なお，夜間学生・社会人学生のために，18時以降という要望もありました。
＜2-3. 適当と思われる１回あたりの時間はどのくらいですか？＞
授業枠と同じ「１時間半程度」が60％以上をしめました。
図書館ガイダンスアンケート結果報告
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＜集計結果と自由記入欄から＞
◎ ガイダンスへの関心
全体の回収率は14％でした。アンケート時期，回収方法などに問題もあると考えらますが，この回収率
から，全体の15％前後の教員には，ガイダンスに対して，ある程度の関心を持っていただいているものと
考えられます。
また，周知方法に関する設問の結果から，アンケートに回答していただいた方は，図書館の動向に関心
を持っていて，ガイダンス以外でも，図書館からの広報が行き届いている方々であろうと考えられます。
◎ ガイダンスの必要性
各種のガイダンスの必要性（設問 [1-6.]）については，図書館利用法，情報リテラシー教育への関心
が高いという結果が出ました。特に，パソコン利用，図書検索，雑誌論文検索，電子ジャーナルの必要性
に対して，高い数値を示しました。 (下図参照)
その中で,
・学生の学年，レベルによって必要度が違うので，その点を明確にしてほしい｡
・基礎的なガイダンスは普遍性もあり，授業として成立させたらどうか｡
・学部や教員と協力し授業の一環として導入することも図るべき。
といった意見が寄せられました。
[1-6.] 各ガイダンスの必要性
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[本 館]
秋元 英一（法経）
・グローバリゼーションと国民経済の選択／秋元
英一編．－東京大学出版会，2001
（本館閲覧室３階 333.6/GUR）
天野 節（普遍教育）
・渡し舟：現代中国の農民文学／高暁声著；天野
節訳．－図書出版，1994
（本館閲覧室4階 923.7/GAO)
雨宮 照彦（法経）
・帝政期ドイツの新中間層：資本主義と階層形成
／雨宮昭彦著．－東京大学出版会，2000
（本館閲覧室2階 234.065/TEI）
小倉 克之（工）
・基礎有機立体化学／S.R.Buxton，S.M.Roberts
著；小倉克之，川井正雄訳．－化学同人，2000
（本館閲覧室3階 437.01/KIS）
次の方々から著書をご寄贈いただきました。ありがとうございました。
教 員 か ら の 寄 贈 著 書（平成12年10月～13年1月配架分）
鈴木 健之（文）
・社会学者のアメリカ：機能主義からネオ機能主
義へ／鈴木健之著．－恒星社厚生閣，1997
（本館閲覧室3階 361.253/SHA）
・ネオ機能主義と市民社会／ジェフリー・C・ア
レクサンダー著；鈴木健之編訳．－恒星社厚生
閣，1996
（本館閲覧室3階 361.04/NEO）
多賀谷 一照（法経）
・行政情報化の理論／多賀谷一照著．－行政管理
研究センター，2000
（本館閲覧室3階 317.6/GYO）
中澤 潤（教育）
・心理学マニュアル要因計画法／後藤宗理，大野
木裕明，中澤潤編著．－北大路書房，2000
（本館閲覧室2階 140.75/SHI）
◎ 今後の要望
ガイダンスのテーマ，内容，レベル，対象者が不明確と感じられており，どれに参加して良いのかわか
らないといった意見も見受けられました。
スケジュールどおりに参加できない，また，参加しない人にも資料が参考になるから，との理由から，
マニュアルの整備，資料の配布，Webでの公開，VideoonDemandで必要に応じて見られるようにしてほ
しいとの要望もありました。
海外の有名な大学の図書館は，情報収集，発信の中心であり，図書館でその大学のレベルが問われてお
り，更なる充実を期待する意見もいただきました。
図書館からのお知らせ・周知について「LibraryAlert」などの重要性をアピールしていくこと，電子
メールによる情報配信に対する期待の声もありました。
この結果と，いただいた貴重なご意見を，新年度のガイダンスに役立てるとともに，さらなる教員の方々
との連携を図るべく努力を重ねていきたいと考えております。
お忙しい中，ご協力いただきました方々には厚くお礼を申し上げます。
（情報サービス企画係）
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林 陽一（法経）
・刑法における因果関係理論／林陽一著．－成文
堂，2000
（本館閲覧室3階 326.1/KEI）
三浦 義彰（名誉教授）
・はじめての生化学／三浦義彰，橋本洋子共著．
－杏林書院，2000
（本館閲覧室3階 464/HAJ）
[亥鼻分館]
安達 惠美子（医）
・眼科ナーシングマニュアル／安達惠美子編集．
－改訂第2版．－南江堂，1998
（亥鼻閲覧室 WY158）
・視神経乳頭アトラス／安達惠美子著．－文光
堂， 1995.
（亥鼻閲覧室 WW280）
・視機能の老化と視覚誘発電位／安達惠美子著．
－正文社，1991
（亥鼻閲覧室 WW620）
・網膜色素変性症／安達惠美子編著．－医学書
院， 1998
（亥鼻閲覧室 WW270）
宇野 俊一（名誉教授）
・千葉県の歴史／石川進；宇野俊一編．－山川出
版社，2000
（亥鼻閲覧室 213.5）
横手 幸太郎（医）
・新細胞増殖因子のバイオロジー／宮澤恵二［ほ
か］著．－羊土社，2001．－共著
（亥鼻閲覧室 QS504）
（50音順 敬称略）
行 事 日 誌 （平成12年12月～平成13年２月）
12月 8日 関東地区国立大学附属図書館事務（部・
課）長会議（総合研究大学院大学）
12月15日 将来構想検討委員会，第４回属図書館
運営委員会
1月25日 国立大学附属図書館事務部長会議
（徳島大学）
2月22日 国公私立大学図書館協力委員会常任幹
事会（東京大学）
2月23日 図書館資料選定委員会
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